














研究目的 

我々は,本症の原因として潜在性肝障害が重要であると考え,これまでに,本症発症例及び

ヘパプラスチンテスト(HPT)スクリーニング低値例において高頻度に肝障害を認め,また,

それらの血清セルロプラスミン値が高値を示すことより胆汁うっ滞が存在する可能性を報

告した。 

今回,本症における胆汁うっ滞の存在をさらに明らかとするため,本症発症例及び HPT 低値

例において他の rapit turnover protein も測定し,また,HPT 低値例における血清胆汁酸を

測定することによって若干の知見を得たので報告する。 


